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25 コース、語学講座で 16 コース、体験講座で
13 コース、計 54 コースが企画されました。そ
れぞれの受講者数をみると、教養講座で 276 名、




















希望者が延べ 442 人（前期 269 人、後期 173 人）、
試聴等を経て実際に受講した者は延べ 296 人
（前期 172 人、後期 124 人）にのぼりました。



































富山会場は、2018 年 10 月 27 日（土）に富










約 5時間（1～ 2 時間× 3回程度）で紹介する
ものです。
2018 年度は、和漢医薬学研究所の協力のも
















































指し、第 1回目の 8月 23 日（木）は富山大学で、
















2018 年 10 月 3 日（水）、17 日（水）、24 日（水）、



























































































20 代 17 3.3
30 代 49 9.5
40 代 68 13.2
50 代 109 21.1
60 代 169 32.8












































図表２の「回答者の年齢」は、10 ～ 30 代が
74 人（14.4％）、40 ～ 50 代が 177 人（34.3％）、





















2-5 回 205 39.7
6-10 回 100 19.4





















































































































平日 13-15 105 20.3
平日 15-17 57 11.0
平日 18- 138 26.7
平日 19- 100 19.4
土曜日 10-12 202 39.1
土曜日 13-15 154 29.8























































日 10-12 時」（202 人、39.1％）、「土曜日 13-15 時」
（154 人、29.8％）など、休日を希望する割合が
高くなっている。平日では「18 時以降」（138 人、































































































































































































































































































































































































40 代 4 2.3
50 代 9 5.1
60 代 73 41.2







































図表 17 の「回答者の性別」は、男性 125 人
（70.6％）、女性 47 人（26.6％）となっており、
圧倒的に男性の割合が高くなっている。
図表 18 の「回答者の年齢」は、30 ～ 50 代




















2-5 回 35 19.8
6-10 回 44 24.9


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成 27 年 12 月 21 日に出された中央教育審議会答申では、「人材の育成」や「社会人の学び直し」等













































































































































































































































































































































































本調査では、2019 年 6 月 9 日～ 15 日にかけて日本の全ての国立大学 86 大学のWeb サイトを閲













に受講料の水準をみると、1,000 円以下で 27.6％、2,000 円以下で 35.3％、4,000 円以下で 51.6％、5,000
円以下で 58.6％、となっている。平均値・中央値から、公開講座は、おおむね 7.5 ～ 9.8 時間程度































平均値 5646.8 575.7 9.8
中央値 4000 500 7.5
最頻値 0 0 7.5
最小値 0 0 3









































































































































































の関連をみたものであるが、教養講座は 500 円以下が 37.3％、5,240 円以下が 79.7％を占めていて、
5,241 円以上は 20.3％に過ぎず、他のジャンルよりも低廉な価格水準となっている。実習・実技講座、
語学・職能講座はいずれも 5,241 円以上の設定が最も割合として高くなっており、それぞれ 45.4％、
55.3％を占めている。このように、ジャンルごとで受講料総額の相異が著しいものとなっている。
また、図表 14 で受講料総額と立地の関連をみると、大都市圏の公開講座は 0～ 500 円および 5,241
円以上である割合が相対的に高く、二極化する傾向があり、他方地方都市圏は中間値である 501 ～
5,240 円の割合が相対的に高い。図表 15 で受講料総額と受験偏差値の関連をみると、高偏差値大
学は低廉な受講料設定（0～ 500 円）の割合が 32.6％を占めているのに対し、準高偏差値大学では
17.9％にとどまっている。逆に 5241 円以上の高額な受講料設定の割合は準高偏差値大学で 45.4％を






図表 13 ジ ル×受講料総額 
 







図表 13 ジャンル×受講料総額 
 














































な受講料を設定する割合が高くなっている（100 円以下 37.6％、600 円以下 74.1％）。これに対し語
学・職能講座は１時間あたりの受講料が相対的に 額 水準を示している（601 円以上 50.2％）。図
表 18 は立地条件と１時間あたりの受講料の関連をみたもの ある。地方都市圏では１時間あたり
101 ～ 600 円の割合が相対的に高く、大都市圏では 601 円以上の割合が相対的に高くなっている。
図表 19 は受験偏差値と１時間あたりの受講料の関連をみたものである。準高偏差値大学では 101
－ 48 －


























































































































































財団『福祉のひろば』2016 年 4 月
山口裕之（2017）『「大学改革」という病――学問の自由・財政基盤・競争主義から検証する』明石書店



































期 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
年代
戦後改革～ 1960 年前後～ 1970 年代半ば 1990 年代半ば











（高校へ） 40％～ 50％台 58％→ 90％ 90％台前半停滞 90％台後半
（大学へ） 10％ 10％→ 38％ 30％台後半停滞 40％→ 50％
学校と職業社会のつなぎ
学校を通さない回路 「学校を通す」の広がり 中卒のマイノリティ化 若年失業増加と非正規
「二重構造」格差 進路振り分けと上昇 高卒労働力安定供給 雇用の常態・半数化
学校と父母・地域の関係
学校の「進歩性」 進学文化の広がり 学歴獲得競争激化 競争の局部化
「信頼」と低い関心 学校への期待 高い関心と「不信」 関係再編への動向
学校知識への
意味づけ
（生徒の） 階層的分化・乖離 開かれた社会への道 競争手段として 学校知識離れ
（父母の） 基礎学力と階層分化 学校知識の抽象化 家庭の学校化と期待 当事者要求増大
（地域の） 学校への二律背反 学校価値の浸透 学歴期待の手段 学力と人格形成と
（生徒・父母・地域にとっての）
中学校からの進路の位置
就職がまだ多数 「進学組」「就職組」 高校進学の「当り前」 どの道も就職不安
一部での受験競争 受験競争の広がり 受験競争の秩序化 受験の緩みと就職難
学校文化内での
意味づけ
（生徒は） 「明るく伸びやか」 努力主義の学力形成 被抑圧と問題行動 学校離れへの危機感
（父母は） 階層による二極化 子どもにとっての基地 家庭教育力の弱まり 不安と格差を抱えて
（地域は） 物質的援助と支え 変動・変貌・開発 地域教育力の崩壊 再生への期待
久冨（2006：31）より転載。



















1970 年代半ば）には高校進学率が劇的に上昇し 40 ～ 50％から 90％台となり、大学進学率もまた














































『学校沿革』は三つに分かれて製本されている。第一分冊は 1948 ～ 1955 年度、第二分冊は 1956
～ 1964 年度、第三分冊は 1965 年度から現在に至るまでである（第二分冊からは『学校沿革誌』と









































『学校沿革』の執筆状況をもう少し詳しくみてみよう。図表３は、1950 ～ 2010 年度の『学校沿革』
10 年きざみ７年度分の執筆文字数を数え上げ、年間平均文字数（１年 365 日を分母とした）・標準
偏差・標準偏差÷平均＝変動係数を算出し執筆量に関する変化をみたものである。
図表３　『学校沿革』の平均文字数・標準偏差・変動係数
… ① 1950 ② 1960 ③ 1970 ④ 1980 ⑤ 1990 ⑥ 2000 ⑦ 2010
平均文字数 5.54… 1.18… 3.75… 9.02… 4.44… 3.41… 4.38…
標準偏差 14.37… 4.80… 16.20… 24.17… 6.53… 7.12… 8.49…
変動係数 2.60… 4.07… 4.32… 2.68… 1.47… 2.09… 1.94…
これをみると、日々の平均執筆量は 1960 年度で最も少なくなっていること、1950 年度がやや平
均値が高く、また 1980 年度でかなり大きな平均値を示しているのが目立つ。各年度平均文字数の
多重比較では、
② 1960 ＜① 1950*** ④ 1980*** ⑤ 1990*** ⑥ 2000*** ⑦ 2010***




















1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010
第一次産業 82.8… 46.0… 18.6… 18.1… 18.5… 13.2… 13.2…
第二次産業 2.8… 30.9… 12.5… 20.4… 18.7… 21.2… 16.8…
第三次産業 14.5… 23.1… 68.9… 61.5… 62.7… 65.6… 69.9…
国勢調査報告各年より。
一方、図表５は学校基本調査報告書沖縄県版をもとに金武中卒業者の進路についてみたものであ














































1950 水産祭行事で水上競技会 0619 ／村野球優勝 0621 ／地区
野球 2位 0624 ／村排球男女優勝 0705 ／体力テスト 0707
／地区排球 2 位 0710 ／村陸上 1022 ／地区陸上 3 位 1027
／跳箱完成 1102 ／地区運動会 1113 ／柔道寒稽古 1224-31
校友会組織 0422 ／米軍・病院慰問の花束 0508 ／校友会
予算審議 0512 ／母の会・学芸会 0514 ／米軍人を招待し
学藝會 0526 ／夜間学習 0811- ／校内弁論大会 1209 ／地
区学校美化品評会審査 1211 ／村内童話お話大会入賞 1213
／地区弁論大会開 1216
1960 地区排球大会女子優勝 0604 ／地区野球優勝 0709 ／金武
小中学校合同運動会 1016
米軍音楽演奏が金武小学校で開催 0527
1970 完全給食実施 0506 ／地区球技大会野球女子卓球優勝 0711
／スポーツ店より陸上トロフィー 5個寄贈 0919 ／秋季運
動会 1010 ／地区陸上競技大会２位 1108 ／校内クラス対
抗駅伝競走 0313
ワニの剥製一個寄贈 0611 ／就職者合宿訓練 0310
1980 遠足 0425 ／県陸上 0525 ／地区卓球個人ベスト 8、ソフ
トボール優勝、男子バレー 2位、野球 2 位／県通信陸上
（九州大会出場）0720 ／県大会野球、ソフト、男子バレー
0722 ／校内陸上、スポーツ店より新記録メダル十数個寄
贈 0805 ／九州陸上 0808 ／全国校陸上 0821 ／県陸上 0928
／地区陸上 1019 ／県陸上 1109 ／校内駅伝 1122 ／地区野
球県大会 1221 ／地区ソフト優勝、テニス女子優勝男子バ
レーベスト４女子バスケットベスト４／県新人庭球女子
団体ベスト 8、0208 ／町バスケット優勝 0222 ／校内マラ
ソン 0224 ／全日本陸上 0312
生徒会幹部宿泊研修 0524 ／知能・心理テスト 0530 ／生
徒会総会 0606 ／県吹奏楽銅賞 0713 ／校内新聞 0717 ／県
吹奏楽銀賞 0803 ／生徒会幹部宿泊研修 0819 ／授業ボイ
コット 1015 ／県作文、書道、図画 1020 ／ 2 年修学旅行
1030 ／校内辞典引き大会 1111 ／各学年お話会 1113 ／校
内お話会 1113 ／地区お話会 1125 ／校内合唱 1202 ／読書
感想文、感想画 1203 ／県お話会 1213 ／生徒会正副会長
選立合演説会 1216 ／新聞 1216 ／生徒会正副会長選 1217






集団訓練 0410 ／部活説明会 0420 ／部活動・父母の会結
成 0424 ／新入生歓迎バレー大会 0509 ／県選手推戴式
0615 ／運動場整備 0815 ／運動会練習始め 0910 ／運動会
0930 ／地区陸上男 10 位女 12 位／地区駅伝男 15 位女 14




0420 ／生徒会専門委員会結成（年 11 回開催）0425 ／一
年生野外炊飯 0502 ／読書月間 0521 ／生徒会総会 0531 ／
校内美化 0621 ／修学旅行入札説明会 0705 ／修学旅行入
札 0710 ／三年生補習授業 0723 ／米国ホームステー出発
0726 ／修学旅行下見 0729 ／生徒会研修／映画撮影 0831
／三年実力テスト 0904 ／学級意見発表会 1011 ／学年意
見発表会 1030 ／町学力向上推進地域研究発表準備 1031
／校内合唱 1115 ／三年生進路講話 1116 ／地区意見発表
会 1120 ／三年生修学旅行 1202 ／県意見発表某入賞 1208
／学力向上推進地域研究発表会 1211 ／当山久三銅像ハ
ワイ建立団出発 1213 ／地区音楽発表会 1216 ／生徒会役
員選挙 1220 ／二年生達成度テスト 0108 ／受験者面接指
導 0116 ／英語検定試験 0119 ／県学級合唱、ソロ 0120 ／
音楽鑑賞会 0130 ／町書き初め展 0130 ／三年生進路講話
0201 ／新入生保護者説明会 0220 ／三年生模擬学力検査
0222 ／美術作品展示会 0223 ／生徒会宿泊研修 0223 ／三
年生を送る会 0228 ／教室整備、美化 0318
2000
※
地区バレー 0415 ／地区野球 0422 ／地区野球大会３位、
地区バスケット、サッカー強化大会 0429 ／遠足 0502 ／
部活動結成式 0508 ／新入生歓迎球技大会 0520 ／地区
卓球バレー 0527 ／県野球 2 位、卓球女子 3 位＆個人戦
0610-11／県陸上共3位0709／県野球3位0730／地区サッ
カー 0815 ／地区野球、バスケット大会 0826-27 ／地区駅
伝大会 0910 ／運動会 0924 ／地区陸上 1008 ／地区駅伝
1104 ／地区バレー女子 2位 1126 ／地区バスケット女子 2
位 1202-03 ／地区バレーテニス大会 1216 ／地区駅伝大会
1 位 1217 ／地区剣道大会女子 1 位 1223 ／地区テニス大
会３位 1227 ／地区バレー大会 0106 ／地区サッカー 2 位
0114 ／県テニス女子入賞 0203 ／地区バレー大会、県サッ
カー、地区野球 2位 0224-25 ／地区野球大会 2位 0326
理科野外学習 0418 ／生徒会専門委員会結成式 0424 ／標
準学力検査 0428 ／移民体験事前宿泊研修 0513-14 ＆ 0520-
21 ＆ 0527-28 ／子どもサミット 0514 ／生徒総会 0607 ／
ハワイからの学校訪問 0704 ／ハワイ移民体験航海壮行
会 0705、翌日移民 100 周年記念航海体験学習出発、帰校
0729、交流会 0731 ／地区吹奏楽ソロ 0811 ／少年の主張
0907 ／進路学習会 1004 ／校内意見発表会 1025 ／校内合
唱 1110 ／地区お話し会 1120 ／地区中文連・音楽発表会
（１クラス中央大会へ）1125 ／生徒会役員選挙 1215 ／学
力向上対策実践発表会 1218 ／県音楽発表会 1226 ／二年




部活結成式 0423 ／新入生歓迎球技大会 0430 ／選手激励
会 0603 ／地区夏季総合体育大会 0605-06 ／スポーツ講演
会 0702 ／県総体選手激励会 0716 ／県中体連総体（卓球
女子、男女バレー、男女剣道、陸上、柔道）0723 ／九州
大会 0807 ／地区駅伝（5位）0905 ／運動会練習開始 0906
／運動会 0919 ／地区陸上激励会 1001 ／地区陸上（男 6
位、女 8位、総合 8位）1002 ／県中学校陸上（7名出場）
1016 ／地区駅伝（男子 4位、女子 5位）1106 ／親父の会
部活動生徒との対戦（サッカー、バレー）1109 ／県駅伝
男子 17 位 1120 ／地区新人総体 1211-13
新入生説明会 0409 ／専門委員会結成式 0419 ／全国学力・
学習状況調査（3年）0420 ／標準学力検査（全学年）0513
／校内読書週間 0524-0603 ／地域めぐり 0527 ／生徒総会
0531 ／第 1回英検 0611 ／地区英語 0619 ／県英語 0703 ／
親子進路学習会 0707 ／校内意見発表会 0708 ／県吹奏楽
銀賞 0722 ／生徒会研修 0812-13 ／実力テスト 0901-02 ／
地区少年の主張 0903 ／校内読書月間 0924-1024 ／修学旅
行・入試説明会（3年）1006 ／英検 1015 ／職場体験学習
1019 ／合唱 1029 ／数学検定 1030 ／漢字検定 1105 ／地区
意見発表会 1110 ／地区文化祭 1121 ／修学旅行 1130-1202
／到達度テスト 1202 ／生徒会役員選挙 1213 ／吹奏楽部
定期演奏会 1219 ／県吹奏楽 1226 ／某先生講演会 0114 ／
学級合唱発表会 0115 ／英検 0121 ／芸術館紹介 0203 ／県
生徒表彰 1204 ／数学検定 1205 ／県吹奏楽ソロ 1206 ／新
入生説明会 0216 ／模擬テスト（3年）0224
※ 1990・2000・2010 年度は末尾に詳細な活動成果の記録あり（分量的に多く、本表には掲載できなかった）









とをうかがわせる。ただ、金武中に所蔵されている最も古い時期の卒業アルバム（1966 ～ 67 年度）

















べチーム数は、『学校沿革』の３つの年度分で把握できた限りになるが、1990 年度で 565 名 6 チーム、
2000 年度で 308 名 14 チーム、2010 年度で 301 名 24 チームにものぼった（1990 年度は「版画コンクー











































































































●第 1 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会






●第 2 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
























のあゆみ」、基調講演「生涯学習キーワードの 40 年史 - 専門誌編集者が語る生涯学習振興
























































































































子化は進んでいるので、20 ～ 30 年後には人口が落ち込んでしまう。日本の人口は今かろうじ
て 1億人だが、20 ～ 30 年後には 8000 万人になるといわれている。高齢者の生き方、働き方
についても大きな変化が余儀なくされるだろうし、そのような中で生涯学習に対する要請や要
望も随分変わっていくと思う。









































である。前年度は実人数 2100 名（延べ人数約 3500 人）の受講者だったが、今年度の実人数は



























































































Ⅴ　事 業 報 告 資 料
－ 73 －




























































開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人
平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1,425.5（37.5） 1,434（58） 1,003 895
25 74（3） 1,356（27） 1,112（36） 691 576
26 71（8） 1233.5（140.5） 1,095（90） 659 452
27 78（7） 1,237.5(69.5) 1,349(112) 678 595
28 71（１） 1,323.5(12) 1,072(15) 707 612
29 72（5） 1,327(80.5) 1,189(76) 765 649











一般市民で、変体仮名を学びたい方 12 15 5 6 11 8
2 心の内と外－心理学から考える－ 黒川　光流 海老原　直邦 4/28～8/4（13：30～15：30） 一般市民 20 40 11 31 42 36
3 フランス語で短編小説を読む 中島　淑恵 中島　淑恵 5/11～8/3（14：45～16：15）
中級以上のフランス語読解力をお持ちの











一般市民 22.5 15 12 7 19 15
6 ロシア語（中級・上級） 呉人　惠 ボンダレンコ 4/10～7/24（18：30～20：00） 初級のロシア語を学んだ方 22.5 20 5 6 11 9





一般市民 22.5 10 0 6 6 5
9 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 サンドリンヌ 5/8～7/24（13：00～14：30）
中級以上のフランス語読解力をお持ちの
一般市民の方 18 10 2 4 6 6
10 フランス語で短編小説を読む 中島　淑恵 中島　淑恵 10/12～1/25（14：45～16：15）
中級以上のフランス語読解力をお持ちの





一般市民 12 30 7 23 30 26
12 韓国語によるスピーチとディスカッション（上級）
和田とも美 宋 有宰 10/4～2/7（10：30～12：00）
一般市民 22.5 10 0 7 7 7
13 朝鮮半島のことば-文法・作文・聴解（初級Ⅱ）
和田とも美 和田とも美 10/4～1/31（10：30～12：00）
一般市民 22.5 10 0 11 11 11





一般市民 22.5 15 9 4 13 11
16 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 サンドリンヌ 10/16～1/15（13：00～14：30）
中級以上のフランス語読解力をお持ちの
一般市民の方 18 10 1 4 5 4
17 児童のための絵画指導のあり方 隅　　敦 隅　　敦 5/9～7/25（19：00～20：30）
小学校教員を中心にした児童に絵画を
指導する立場にある方 18 20 2 4 6 6





護者 12 16 6 12 18 18 １組：親子2名





一般市民 10 12 2 1 3 3
20 児童のための絵画指導のあり方 隅　　敦 隅　　敦 10/3～12/19（19：00～20：30）
小学校教員を中心にした児童に絵画を
指導する立場にある方 18 20 2 2 4 4

























生、高校生、一般市民 5 15 13 3 16 16
25 これからの持続可能な都市のデザイン（その１）～デザイン・環境・情報～
久保田　善明 久保田善明ほか 5/9～6/6（18：00～19：30）
一般市民（高校生歓迎） 7.5 20 13 3 16 15
26 これからの持続可能な都市のデザイン（その２）～都市・交通・コミュニティ～
久保田　善明 中川　大ほか 6/13～7/11（18：00～19：30）
一般市民（高校生歓迎） 7.5 20 16 1 17 14
27 産業界では欠かせないステンレス鋼およびその他の耐食性材料
砂田　聡 砂田　聡 6/16～6/23（15：00～16：45）
一般市民 3.5 15 0 0 ― 中止
28 これからの持続可能な都市のデザイン（その３）～インフラ・防災～
久保田　善明 原　隆史ほか 7/18～8/22（18：00～19：30）
一般市民（高校生歓迎） 7.5 20 16 5 21 19
29 都市・交通デザイン概論 久保田　善明 中川　大ほか 10/3～11/7（18：00～19：30） 一般市民（高校生歓迎） 9 20 13 3 16 16
30 ドイツ語会話（初級ステップ２） ヴォルフガング ヴォルフガング 5/10～6/28（17：30～19：00） 一般市民 12 12 7 4 11 8












































32 雪から読み解く地球環境 遠山　和大 遠山　和大 10/2～11/6（19：00～20：30） 一般市民 9 25 6 1 7 7
33 世界の火葬事情 遠山　和大 遠山　和大 11/13～12/18（19：00～20：30） 一般市民 9 25 3 8 11 11
34 韓国を知ろうステップアップ（前期） 藤田　公仁子 天坂　仁美 4/9～7/30（19：00～20：30） 一般市民 22.5 10 0 8 8 7
35 韓国，その言葉と文化（前期） 藤田　公仁子 天坂　仁美 4/11～7/25（15：00～16：30） 一般市民 22.5 10 2 7 9 9
36 韓国を知ろう（前期） 藤田　公仁子 天坂　仁美 4/14～8/4（10：00～11：30） 一般市民 22.5 10 1 10 11 8




22.5 25 2 13 15 13
38 フランス語中級 仲嶺　政光 上田　誠人 4/14～7/28（13：00～14：30）
過去にフランス語を１年以上学んだこと
のある方 22.5 25 5 18 23 20
39 ドイツ歌曲を歌おう！（その1） 仲嶺　政光 大前 さち子 4/14～8/4（10：00～12：00） 一般市民 20 30 7 29 36 25
40 楽しみながら伝える日本の文化・和菓子 藤田　公仁子 引網 康博ほか 6/24～8/5（13：00～16：00） 一般市民 12 20 4 26 30 29
41 韓国を知ろう（後期） 藤田　公仁子 天坂　仁美 9/29～3/9（10：00～11：30） 一般市民 22.5 10 0 10 10 5
42 韓国を知ろうステップアップ（後期） 藤田　公仁子 天坂　仁美 10/1～2/18（19：00～20：30） 一般市民 22.5 10 1 7 8 7
43 韓国，その言葉と文化（後期） 藤田　公仁子 天坂　仁美 10/10～2/13（15：00～16：30） 一般市民 22.5 10 2 6 8 7
44 教育問題を理解する 仲嶺　政光 仲嶺　政光 10/15～10/19（19：00～20：30） 一般市民 4.5 10 0 0 ― 中止




22.5 25 3 12 15 13
46 フランス語中級 仲嶺　政光 上田　誠人 9/29～3/9（10：30～12：00）
過去にフランス語を１年以上学んだこと
のある方 22.5 25 6 18 24 18
47 ドイツ歌曲を歌おう！（その２） 仲嶺　政光 大前 さち子 9/29～3/2（10：00～12：00） 一般市民 20 30 5 22 27 22
計 47 講座 750 809 218 386 604 526
◆高岡キャンパス
男 女 計
48 漆と親しむ －変わり塗りの箸を作る－ 高橋　誠一 高橋誠一ほか 4/17～6/1（18：30～20：30） 一般市民 24 15 2 5 7 7
49 木彫レリーフ（浮彫）制作 後藤　敏伸 後藤　敏伸ほか 4/19～6/28（18：00～20：00） 一般市民 20 15 5 5 10 10












中学生以上 15 15 3 1 4 4
52 富山の風景学 奥　敬一 奥　敬一 10/15～12/3（18：00～19：30） 一般市民 12 20 6 0 6 6






















植物の栽培に興味のある方 12 15 8 6 14 11
計 2 講座 25 35 14 8 22 18
◆３キャンパス合計











































前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
39 24 63 30 32 62 40 18 58 37 21 58 11 25 36 0 2 2
57 48 105 48 45 93 40 41 81 38 54 92 54 46 100 66 55 121
21 14 35 20 11 31 13 11 24 19 13 32 16 17 33 14 18 32
11 15 26 20 15 35 15 12 27 12 10 22 16 13 29 9 8 17
9 10 19 14 11 25 24 20 44 12 8 20 14 15 29 16 19 35
1 0 1 3 5 8 6 3 9 2 4 6 12 7 19 7 2 9
1 2 3
2 0 2
20 11 31 8 8 32 32 15 15 11 2 13 44 2 46
2 2 1 1 2
2 2 0 0 0
7 9 16 10 9 19 11 12 23 20 11 31 13 12 25 12 15 27
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 3 3 1 1 2 1 1 2 0 0 0
0 0 0 2 1 3 3 3 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0




前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
49 54 103 65 49 114 75 51 126 64 45 109 51 39 90 56 7 63







































前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計












55 64 119 54 60 114 48 57 105 54 63 117 54 56 110 53 49 102
18 35 53 49 38 87 45 35 80 40 36 76 29 33 62 32 31 63
75 63 138 76 61 137 66 62 128 66 63 129 71 62 133 64 56 120
90 92 182 87 87 174 82 80 162 83 74 157 80 77 157 69 72 141
9 11 20
4 1 5
1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 7 8 7 6 13
15 15 28 13 41
38 38 38 37 75
27 19 46 30 24 54 22 31 53 33 24 57 23 25 48 20 18 38
1 1 0 0 0
2 2 4 4 4 3 4 7 3 5 8 3 5 8 0 0 0
2 2 4 2 4 6 1 1 3 3 1
*2
1
*2 2 0 0 0
0000000
1 0 1




























前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計













学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者
1 人文 1 哲学概論 永井　龍男 5
2 人文 3 西洋古典語 永井　龍男 2
3 人文 5 西洋思想史 池田　真治 1
4 人文 8 東洋思想史 田畑　真美、末岡　宏、鈴木　信昭 1
5 人文 9 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 3
6 人文 10 人間学特殊講義 澤田　哲生 1
7 人文 11 言語学概論Ⅱ 呉人　惠 1
8 人文 13 音声学Ⅰ 安藤　智子 1
9 人文 14 言語学特殊講義 安藤　智子 1
10 人文 15 心理学概論Ⅱ 黒川　光流、喜田　裕子、坪見　博之 3
11 人文 18 日本史特殊講義 鈴木　景二 4
12 人文 19 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 7
13 人文 20 古文書学実習 熊谷　隆之 6
14 人文 21 西洋史概説Ⅰ 入江　幸二 2
15 人文 23 国際関係論特殊講義 竹村　卓 2
16 人文 24 国際関係論特殊講義 林　夏生 3
17 人文 29 外国語演習（中国語） 末岡　宏 1
18 人文 30 中国文化演習 齊藤　大紀 1
19 人文 33 日本文学特殊講義 小谷　瑛輔 1
20 人文 34 朝鮮言語文化特殊講義 和田　とも美 3
21 人文 35 中国言語文化特殊講義 森賀　一惠 1
22 人文 40 英米言語文化購読Ⅰ 恒川　正巳 4
23 人文 42 英語学購読Ⅱ 奥村　譲 2
24 人文 51 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ　ﾂｫｳﾍﾞｸ 1
25 人文 53 フランス文化論 中島　淑恵 3
26 人文 55 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 3
27 人文 59 ロシア文化論 ｶｻﾞｹｰｳﾞｨﾁ　ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ 1
28 人文 62 実践ロシア語演習Ⅲ ｶｻﾞｹｰｳﾞｨﾁ　ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ 1
29 人文 63 ロシア語学概論 ｶｻﾞｹｰｳﾞｨﾁ　ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ 1
66
1 人間 1 性格心理学 近藤　龍彰 1
2 人間 7 社会心理学 佐藤　徳 2
3 人間 10 保育の心理学Ⅰ 小林　真 1
4 人間 15 公的扶助論 志賀　文哉 1
5 人間 16 臨床発達心理学 小林　真 1
6 人間 17 知的障害児の心理Ⅰ 宮　一志 1
7 人間 28 環境科学入門 片岡　弘、林　衛 2
8 人間 42 国際政治学 池田　丈佑 2
9 人間 43 世界環境地理学 山根　拓 1
10 人間 45 地域経済史 根岸　秀行 1
11 人間 46 日本社会史概論 中村　只吾 1
14
1 経済 3 現代経済入門 唐渡　広志 2
2 経済 5 財政学 中村　和之 1
3 経済 6 外国書購読Ⅰ 新里　泰孝 2
4 経済 11 特殊講義　Macroeconomics ﾓｳﾞｼｭｸ　ｵﾚｸｻﾝﾀﾞｰ 1
5 経済 19 ファイナンスの基礎 白石　俊輔 1







1 理 6 代数学Ⅱ 山根　宏之 1
2 理 8 位相空間論Ⅱ 永井　節夫 1
3 理 15 物理数学Ｂ 栗本　猛 1
4 理 16 力学Ａ 桑井　智彦 1
5 理 17 力学Ｂ 桑井　智彦 1
6 理 19 量子力学Ａ 栗本　猛 1
7 理 20 量子力学Ｂ 栗本　猛 1
8 理 21 光学 森脇　喜紀 1
9 理 43 基礎系統学 前川　清人 2
10 理 44 基礎生態学 山崎　裕治 1
11 理 47 鉱物学 清水　正明 1
12 理 48 気象学概論 青木　一真、安永　数明 1
13 理 49 雪氷学概論 島田　亙 1
14 理 52 列島地質 大藤　茂 1
15 理 53 資源環境科学 清水　正明 1
16
1 工 2 電気数学２ 藤井　雅文 1
2 工 5 電磁波工学 藤井　雅文 2
3 工 20 生体情報処理 高松　衛 1
4 工 28 塑性工学 髙辻　則夫 1
5 工 37 メカトロニクス 神代　充 1
6 工 47 遺伝子工学 髙﨑　一朗 1
7
1 都市 1 地球科学概論 渡邊　了、清水　正明、杉浦　幸之助 1
1
1 人発院 1 発達臨床心理学特論 近藤　龍彰 2
2
1 経済院 6 環境経済・政策学特殊研究 山本　雅資 1
2 経済院 7 北陸地域経済の活性化と地域イノベーション戦略特別研究 森口　毅彦 43
44
1 理学院 1 応用数学特論Ａ 阿部　幸隆 1
1
1 芸術 1 中国の言語と文化 山田　眞一 5
2 芸術 5 日本美術史B 大熊　敏之 2
3 芸術 7 材料力学 堀江　秀夫 1
4 芸術 11 工芸史 大熊　敏之 2
5 芸術 18 東洋美術史 三宮　千佳 1











学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者
1 教養 2 ラテン語Ｂ 佐藤　真基子 1
2 教養 4 現代社会論 橋本　勝 1
2
1 人文 1 哲学購読 田畑　真美、末岡　宏、鈴木 1
2 人文 2 西洋思想史 永井　龍男 1
3 人文 3 西洋古典語 永井　龍男 1
4 人文 5 西洋思想史 池田　真治 2
5 人文 6 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 4
6 人文 9 日本史概説Ⅰ 鈴木　景二 2
7 人文 10 日本史史料講読 鈴木　景二 1
8 人文 11 日本史特殊講義 熊谷　隆之 3
9 人文 12 古文書学実習 熊谷　隆之 4
10 人文 13 東洋史概説Ⅱ 澤田　稔 3
11 人文 15 西洋史概説Ⅱ 南　祐三 2
12 人文 17 アメリカ文化特殊講義 小野　直子 1
13 人文 19 国際関係論概論 林　夏生、竹村　卓 2
14 人文 20 国際関係論特殊講義 竹村　卓 2
15 人文 21 社会学概論 伊藤　智樹 1
16 人文 22 人文地理学概論 鈴木　晃志郎 1
17 人文 23 文化人類学概論 野澤　豊一 4
18 人文 24 言語学特殊講義Ｅ 樋野　幸男 1
19 人文 25 言語学概論Ⅰ 安藤　智子 3
20 人文 26 日本語学概論 小助川　貞次 1
21 人文 27 日本文学史 小谷　瑛輔 2
22 人文 28 朝鮮語コミュニケーション(作文） 和田　とも美 2
23 人文 29 朝鮮語コミュニケーション(会話) 宋　有宰 2
24 人文 30 中国語学概論 森賀　一惠 1
25 人文 31 中国言語文化購読 大野　圭介 1
26 人文 34 英米言語文化演習Ⅰ 恒川　正巳 2
27 人文 44 ドイツ語コミュニケーション(会話)Ⅱ(1) ヴォルフガング　ツォウベク 1
28 人文 50 ロシア言語文化購読Ⅰ 中澤　敦夫 1
29 人文 51 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 3
55
人間 3 コミュニティ心理学 近藤　龍彰 1
1 人間 5 青年心理学 姜　信善 1
2 人間 6 発達心理学 姜　信善 1
3 人間 31 運動生理学 堀田　朋基 2
4 人間 32 全地球史 河村　愛 2
5 人間 38 人間安全保障論 池田　丈佑 1
6 人間 39 比較地域論 山根　拓 3
7 人間 40 地域企業論 根岸　秀行 1
8 人間 41 基礎地域史 中村　只吾 5







1 経済 11 経済学入門 中村　和之 1
2 経済 23 民事執行法 岩本　学 1
3 経済 24 入門法学ⅡＡ 木戸　茜 1
4 経済 26 特殊講義　法と心理学入門 立石　孝夫 1
5 経済 28 入門法学ⅡＢ 橋口　賢一 4
8
1 理 3 線形代数学Ｂ 古田　高士 1
2 理 6 代数学Ⅰ 木村　巌 1
3 理 18 情報数理特論Ａ 木村　巌 1
4 理 19 物理学概論Ⅱ 小林　かおり 2
5 理 22 力学Ｃ 柿崎　充 1
6 理 26 統計力学Ａ 畑田　圭介 1
7 理 27 統計力学Ｂ 畑田　圭介 1
8 理 28 量子力学Ｃ 柿崎　充 1
9 理 29 核素粒子物理学Ａ 柿崎　充 1
10 理 33 量子化学Ⅰ 野崎　浩一 1
11 理 35 放射線基礎学 波多野　雄治 1
12 理 40 生物化学Ⅰ 井川　善也 1
13 理 46 植物生理学 唐原　一郎 1
14 理 47 共生機能科学 土田　努 1
15 理 49 地球内部物理学 渡邊　了 1
16 理 50 岩石学 石崎　泰男 1
17 理 51 地球流体力学 安永　数明 1
18 理 53 生態学 石井　博 1
19
1 工 44 基礎生理学 中村　真人 1
2 工 50 生命物理化学Ⅰ 伊野部　智由 1
2
1 都市 1 一般地質学 大藤　茂 1
2 都市 4 都市デザイン学総論 中川　大　他 1
2
1 経済院 1 東アジアの経済開発特殊研究 金　奉吉 1
2 経済院 3 財政学特殊研究 中村　和之 1
2
1 理学院 4 解析学特論Ｃ 藤田　安啓 1
1
1 芸術 2 デザイン史 大熊　敏之 5
2 芸術 3 漆工素地制作B 小川　太郎 1
3 芸術 5 西洋美術史購読 松田　愛 1
4 芸術 9 異文化理解研究（中国語） 山田　眞一 3
5 芸術 13 立体実習（木彫）1 後藤　敏伸 4


















 修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 
２．平成３０年度受講状況 
 (１)開講曜日・時間：前学期 月曜日・５限（16:30-18:00） 
  (２)受講科目・受講者数：２科目１５名 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 こころの科学 坪見 博之（人文学部） 8 8




・２２年度  ４科目  ８名 
    ・２３年度  ６科目 １２名 
  ・２５年度  ３科目 １４名 
  ・２６年度  ６科目 ２１名 
    ・２４年度  ２科目  ４名     ・２７年度  ５科目 １１名 
    ・２８年度  ４科目  ９名     ・２９年度  ２科目 １０名 
３．事後研修・発表会 
日   時：平成３０年 ９月１０日（月）１６：００～１７：００ 
場   所：小杉高等学校視聴覚室 
発 表 方 法：発表時間 １グループ７分 
                 パソコン・液晶プロジェクター・ＯＨＣ等使用 
プログラム：１６：００～１６：０５ 開会の挨拶（佐野校長） 
                 １６：０５～１６：４５ 発表（各受講生徒 ６グループ） 
         １６：４５～１６：５５ 講評（富山大学森口生涯学習部門長） 
                 １６：５０～１６：５５ 修了証受領（小林春輝） 
                 １６：５５～１７：００ 閉会の挨拶（村田副校長） 









日  時 平成３０年１０月２７日（土）１３：３０～１６：３０  
会  場 
富山駅前ＣｉＣビル３階 学習室 
（富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 
「都市をデザインする～地方創生のための安全・安心で住みよく豊かな
まちづくり～ 」 
講    演  
①「市民に見える化されたデザインコンペを活用した魅力ある都市デザイン」









日  時 平成３０年１１月３日（土・祝）１３：００～１６：３０  
会  場 金沢大学サテライト・プラザ 
テ ー マ オリンピックを科学する～ＴＯＫＹＯ２０２０～ 
講    演  
講演１「アスリートの養成・育成」 
講師：富山大学人間発達科学部人間環境システム学科 准教授 福島 洋樹 
講演２「アスリートと栄養～ベストパフォーマンス、コンディショニング、カ
ラダ作りのためのアスリートレシピ～」 
講師：福井大学教育学部 准教授 山田孝禎 
講演３「プレッシャーとパフォーマンス～“心技体”を上手に制御するには？
～」 
講師：金沢大学国際基幹教育院 GS教育系 准教授 村山孝之 
講演４：IoT が夏季五輪に貢献できること 
講師：北陸先端科学技術大学院大学セキュリティ・ネットワーク領域 教授 丹 康雄




日  時 平成３０年９月２９日（土）１４：００～１６：３０  
会  場 福井大学アカデミーホール（福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 「IoT が支えるまちづくり」 
講    演  
１．「富山発・高齢者向けホコケン IoT プロジェクト」 
河原 雅典（富山大学芸術文化学部 准教授） 
２．「市街地走行可能な自動運転知能の構築とその地域交通への活用」 
米陀 佳祐（金沢大学新学術創成研究機構 自動運転ユニット 助教） 




日  時 平成３０年１０月２０日（土）１０：３０～１２：３０  
会  場 北陸先端科学技術大学院大学情報科学系講義棟 大講義室 
テ ー マ スポーツする地域 地域するスポーツ 





パネリスト：西川 圭史 氏（株式会社石川ツエーゲン 代表取締役ＧＭ） 
      松村 玲郎 氏（北陸放送(株) ニュースキャスター） 
      長尾  彰 氏（(株)ナガオ考務店 ファシリテーター） 
コメンテーター：藤谷 かおる 氏（金沢大学人間社会研究域 教授） 




















































































































































































































































































回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成30年5月19日（土） 大学院理工学研究部（工学） 椿　範立
持続発展可能な社会を目指す：ごみからの航空機ジェット
燃料製造プラント 68
2 平成30年6月16日（土） 芸術文化学部 辻合　秀一 映像投影の今－プロジェクションマッピング、全天周コンテンツ－ 66
3 平成30年7月28日（土） 大学院医学薬学研究部（医学） 林　篤志 高齢社会の眼の病気の最新治療 139
4 平成30年9月8日（土） 大学院理工学研究部（都市デザイン学） 原　隆史
富山での防災  - あなたが災害を”まぬがれる”ための基
礎知識 - 105
5 平成30年10月20日（土） 経済学部 小柳津　英知 都道府県の所得格差と『地方消滅』論－富山県の位置づけを中心に－ 72
6 平成30年12月15日（土） 大学院医学薬学研究部（薬学） 藤　秀人
くすりの適切な使用方法とは？～最低でも知っておきたい
ことから最新の研究の話題まで～ 117
7 平成30年1月12日（土） 人間発達科学部 石井　哲夫 草原の民族音楽 54
8 平成31年2月2日（土） 人文学部 中井　精一 富山県のことば－にし・ひがし－ 99
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義務教育卒 高等学校卒 専門学校卒 短大・高専卒



















































































































































































































































































開催回 受講者数 回収数 回収率
第１回 160 130 81.3%
第２回 156 117 75.0%
第３回 138 104 75.4%
計 454 351 77.3%
性別 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
男性 43 45 33 121 34%
女性 82 70 71 223 64%
無回答 5 2 0 7 2%
計 130 117 104 351 100%
年齢 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
１０代 0 4 0 4 1%
２０代 9 4 8 21 6%
３０代 8 7 7 22 6%
４０代 11 10 11 32 9%
５０代 25 18 18 61 17%
６０代 31 29 28 88 25%
７０代以上 43 42 31 116 33%
無回答 3 3 1 7 2%
計 130 117 104 351 100%
世代（複数回答可） 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
学生 5 6 3 14 4%
勤労 40 29 23 92 26%
子育て 11 5 6 22 6%
シニア 50 44 44 138 39%
無回答 34 36 31 101 29%
職業 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
会社員 23 24 18 65 19%
自営業 3 3 4 10 3%
公務員 17 6 15 38 11%
主婦／主夫 25 25 18 68 19%
アルバイト／パート 16 11 13 40 11%
学生 5 6 3 14 4%
無職／退職 28 28 18 74 21%
その他 3 4 3 10 3%
無回答 10 10 12 32 9%


















































最終学歴 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
義務教育卒 1 3 1 5 1%
高等学校卒 37 31 30 98 28%
専門学校卒 13 16 13 42 12%
短大・高専卒 22 22 18 62 18%
大学卒 40 36 32 108 31%
大学院卒 4 4 7 15 4%
その他 5 2 2 9 3%
無回答 8 3 1 12 3%
計 130 117 104 351 100%
居住地 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
富山市 74 72 62 208 59%
高岡市 14 16 11 41 12%
その他市町村又は県外 30 23 22 75 21%
無回答 12 6 9 27 8%
計 130 117 104 351 100%
受講のきっかけ（複数回答可） 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
新聞記事 37 38 38 113 32%
大学からの郵便物 43 34 34 111 32%
知人を通じて 13 11 11 35 10%
ポスター・チラシ 36 35 35 106 30%
Webサイト 5 8 8 21 6%
その他 7 5 5 17 5%




































内容はわかりやすかった 第1回 第2回 第3回 計（人） 構成比
講演１ 講演２ 講演１ 講演２ 講演１ 講演２
そう思う 116 83 86 76 96 82 539 77%
どちらともいえない 8 30 25 28 4 12 107 15%
そう思わない 0 2 2 1 0 0 5 1%
無回答 6 15 4 12 4 10 51 7%
計 130 130 117 117 104 104 702 100%
内容に興味を持った 第1回 第2回 第3回 計（人） 構成比
講演１ 講演２ 講演１ 講演２ 講演１ 講演２
そう思う 111 87 84 78 89 85 534 76%
どちらともいえない 10 30 24 22 11 8 105 15%
そう思わない 0 0 1 1 0 0 2 0%
無回答 9 13 8 16 4 11 61 9%
計 130 130 117 117 104 104 702 100%
満足度 第１回 第２回 第３回 計（人） 構成比
満足した 56 39 62 157 45%
まあ満足した 53 53 28 134 38%
どちらともいえない 2 8 2 12 3%
あまり満足しなかった 0 3 0 3 1%
満足しなかった 1 0 0 1 0%
無回答 18 14 12 44 13%

















































































・受講料 無料 ・託児利用 無料 ・受講定員 各回45名（先着順）
・申込 事前申込 （お電話での申し込みは受付けておりません。）
連絡先 国立大学法人富山大学 男女共同参画推進室






















































































キャリアデザイン講座 in ○○高校 2018 
























2. ○○の魅力と課題を考えるワークショップ（15 分×2） 
3. ワークショップの成果発表と OB・OG による講評（10 分） 
4. 富山大学における「地域の学びと地域への就職」の紹介（5 分） 










・ 実施日時：５月２２日（火） 富山大学五福キャンパス及び杉谷キャンパス 
・ 「大学連携講座Ⅱ 探究的学習」の枠で，五福・杉谷で各１回セミナー開催 
 （五福）森口生涯学習部門長，地域連携戦略室 定村ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ，入試課 前川係員が説明 
   （杉谷）仲嶺生涯学習部門 准教授，社会貢献課 森本係長が説明 
・ 富山で働き暮らすことを考えるきっかけとなるような情報提供や COC+事業の紹介等 
 
○富山県内大学・短大・高専 合同進学説明会 
・ 実施日時：１０月２０日（土）10:30-16:00 高岡文化ホール（高岡会場） 













   ①若者をまちづくりに誘う「ある市」の取組紹介 
   ②個人ワーク「あなたの考える魚津市の抱える課題は？」 
   ③グループワーク「魚津市の課題解決に向かうための取組は？」 
   ④発表 
   ⑤若者のまちづくりの取組紹介（富山大学人事課松田事務職員・入職１年目） 
・ (2)実施日時：平成３０年１０月２日（火）13:10-16:30 
  ①魚津市の取組と課題（説明：魚津市 企画総務部 企画政策課 前田課長代理） 
  ②今日はこのあと何するの？ 
  ③魚津市ってどんなとこ？（ブレーンストーミング） 
  ④魚津市ってこんなとこ（５人のサブグループでマッピング（ＫＪ法）を用いた意見整理） 
  ⑤魚津市をこうしたい！（サブグループ間でマッピングの結果を紹介しあう） 
  ⑥魚津市の未来 発表会（クラスの４グループの代表者が発表，優れたグループに投票） 
 



















































19 部学ンイザデ市都史隆　原1.2.13H回1第  期61第学大者営経会友同家業企小中県山富
20 部学ンイザデ市都明義　田保久41.2.13H回2第  期61第学大者営経会友同家業企小中県山富













































































富山県社会教育主事等研修会 H30.7.13 藤田　公仁子 生涯学習部門
50 金沢大学社会教育主事講習
運委員会














56 富山県高岡看護専門学校 非常勤講師 H30.4.9-
H30.8.3
藤田  公仁子 生涯学習部門
57 富山医療福祉専門学校 非常勤講師（理学療法学科） H30.9.18-
H31.3.31
藤田　公仁子 生涯学習部門
































藤田  公仁子 生涯学習部門
2 富山県教育委員会 富山県社会教育委員 H31.2.1-
H33.1.31
藤田  公仁子 生涯学習部門
3 員委会部業事りくづ国雪な気元県山富県山富 H29.6.6-
H31.6.5
藤田  公仁子 生涯学習部門
4 富山市教育委員会 富山市民学習センター運営協議会委員 H29.7.1-
H31.6.30
藤田  公仁子 生涯学習部門
5 富山県民生涯学習カレッジ 富山県民生涯学習カレッジ運営会議委員 H301.10-
H31.12.31







































15 富山県教育委員会 富山県生涯学習審議会委員 H31.2.1-
H33.1.31
藤田　公仁子 生涯学習部門
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